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高等学校及び中高一貫教育校教員等インド派遣プログラム 応募案内 

 

１．プログラム目的： 日本の高等教育機関への留学生数の増加を目指し、現地高等学校関係者 

へ日本をアピールするとともに、高等学校レベルでの日印交流を強化する 

ため。 

 

２．参加対象者：日印交流に関心のある日本の高等学校又は中高一貫教育校の教職員 １０名 

（学生不可。各学校から原則 1 名。） 

  ※高校訪問等、現地では英語でのコミュニケーションとなります。 

学校案内等は英語で実施して頂きます。全行程通訳者の随行はありません。 

 

３．費用負担： 

本学で負担する費用： インド現地滞在費用（現地交通費、現地宿泊費、デリー～ムンバイ間エコノミークラス往

路航空券代、国立博物館入場料、プログラム予定に記載されている懇親会費） 

 

参加者が負担する主な費用： 日本-インド往復航空券代、海外旅行保険（現地の病院でのキャッシュレスサービス付

保険）、ビザ申請費用、予防接種代、現地食費他 

※なお、日本出発からの全行程にＪＴＢより添乗員が同行します。 

 

４．インド訪問期間（予定）： 平成 30 年 8 月 4 日（土）～8 月 12 日（月） 

                      ※7 月に出発前オリエンテーションを東京大学本郷キャンパス（予定）にて行う予定で

す。（交通費は参加者負担です。） 

 

スケジュール(予定)： 

※訪問先等は現時点での予定です。変更となる可能性があります。 

8 月 4 日（土） 日本各地発・成田集合 

午後 5 時:50 分 成田発 NH８２７便 ※JTB の添乗員が成田空港にて待ち合わせします。  

午後 11 時 45 分 デリー着  

            ※上記の便以外での渡航を希望する場合は、ニューデリーの指定ホテルに 

集合することも可能です。 

 

   5 日（日） 午前１時半： ホテルチェックイン（空港近くの AEROCITY にある４つ星ホテル）  

午前 11 時半： ホテル発  東大インド事務所長がホテルで合流、全行程に同行します。 

午後１時～2 時： 1. オリエンテーション（於：国際交流基金・立命館インドオフィス）   

午後 3 時～4 時： 2. 国立博物館でインド 5 千年の歴史を理解                             

午後 5 時～6 時： 3. デリーメトロ試乗 （日印協力の象徴）   

 

   6 日（月） 午前 7 時半： ホテル発  

午前 9 時～10 時半： Vasant Valley School 高校訪問（1） 

※JST さくらサイエンスプラン（JST SSP） 2016 招待の私立高校、広島

記念の学校行事を同日開催予定。   



別 紙１ 

午前 11 時半～午後 1 時： St. Mary’s  School 高校訪問（2） 

※2017 年 8 月 スーパーサイエンスハイスクール（SSH）発表会＠神戸

に参加した私立高校、今年 8 月にも同発表会に参加予定。 

午後 1 時半： 東大インド事務所にて昼食（お弁当）  

午後 3 時： 東大インド事務所発  

午後 4 時～5 時： 国立インド工科大学デリー校キャンパスにある日系企業「知るカフェ」見学 

午後 6 時半～9 時： 歓迎夕食会（会場候補：インド三菱商事社長社宅）   

参加予定者：デリー在住の日本人関係者 高校の同窓・縁者   

午後 10 時： ホテル着  

 

7 日（火）午前 7 時半： ホテル発  

午前 9 時～10 時： Birla Vidhya Niketan 高校訪問（3） 

         ※ＪＳT SSP 2018 招待の私立校 

午前 12 時～午後 3 時： UP 州ノイダ市へ移動  

Delhi Public School Greater Noida 高校訪問（4） 

 ※ＪＳT SSP 2018 招待の私立校、同校にて昼食予定。 

午後 5 時半： ホテル着  

 

8 日（水）午前 8 時： ホテル発 HARYANA 州グルガオン市へ移動 

午前 9 時-10 時半： Scottish High International School 高校訪問（5） 

※JST SSH 2017 招待の私立校 

正午： 昼食 

午後 2 時半～4 時： 訪問候補： デリー日本人学校（6） 

午後 6 時半～8 時半： 大使館主催日印高校交流晩餐会＠大使公邸 （依頼中）         

参加予定者：インド全国の有力高校関係者等を含む関係者 100 名程度

午後 10 時： ホテル着  

 

9 日（木） 午前 6 時半：  ホテル発     デリー～ムンバイ 国内線で移動  

午前 8 時 45 分： デリー発 UK 963   

午前 11 時 10 分： ムンバイ着 

午後 2 時～3 時半： Dhirbai Ambani International School 高校訪問予定（7） 

※JST SSH 2016 招待の私立校     

                            ※上記または、RN Podar 高校（ＪST SSH 2017 招待の私立校）を検討 

            午後 4 時～5 時： インド新幹線ムンバイ駅建設予定地周辺見学＠Bandra Kurla Complex               

午後 6 時： ホテルチェックイン （4 つ星ホテル）  

     

10 日（金） 午前 9 時～11 時半： The Cathedral and John Connon School 私立高校主催 

模擬国連＠Trident Hotel 見学  

                     The Cathedral and John Connon School 私立高校との面談（8） 

           ※ＪST SSP 2015 招待校、名門タタ財閥系列学校    

午後 3 時～4 時 ： ムンバイ総領事館訪問  

午後 6 時半～9 時： 懇親会＠市内レストラン他   

参加者：日印学術関係者 

     午後 10 時： ホテル着  
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11 日(土)  午前： 自由行動  

午後 8 時 20 分： ムンバイ発 ＮＨ830 

  翌 12 日（日） 午前 8 時 35 分 成田着  解散           

  

※高校訪問詳細  

●訪問時間帯：午前 9 時～午後 3 時（下校時刻）  

●面談（全体 1.時間半程度）： 

30 分程度： インドのホスト高校からの紹介と日本との交流の提案  

30 分程度： 日本の高校からの自己紹介（特に教育的取組の紹介）と海外交流実績の 

プレゼンテーション（英語） -参加者全員- 

30 分程度： 質疑応答 

 

５．参加までのスケジュール： 

  応募締切：平成 30 年 5 月 17 日(木) 

  参加者決定通知：平成 30 年 5 月下旬-6 月上旬頃 

  渡航準備に関する連絡：平成 30 年 6 月中下旬 

  渡航前オリエンテーション：平成 30 年 7 月中旬 

 

６．応募について： 

応募申請書（別紙２）、参加承諾書（別紙３）※を 5 月 17 日（木）までに東京大学経営企画部国際戦略課国際事

業チーム宛 E-mail にて送付してください。  

※押印済の承諾書をスキャンして送付願います。 

 

本件担当： 

東京大学経営企画部国際戦略課 

国際事業チーム （担当：森下、佐野） 

電話：03-5841-2427 

E-mail: intl-project.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp 

現地連絡先： 東京大学インド事務所  

所長 吉野 宏 携帯：+91-9900013654  

E-mail: yoshino.hiroshi@mail.u-tokyo.ac.jp  

 


